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出資法人経営状況報告書について 

 

 出資法人経営状況報告書を地方自治法（昭和２２年法律第６７号）第２４３条の３第２

項の規定により、次のとおり提出する。 

 

   令和６年２月２０日提出 

 

大東市長  東 坂  浩 一     

 

 

   

  



 

 

 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

第七期 
（令和４年１０月１日から令和５年９月３０日まで） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  



 



事業報告書 

令和４年１０月１日から 

令和５年９月３０日まで 

 

事業の状況 

【事業の経過および成果】 

 当事業年度におきまして、住道駅周辺活性化プロジェクトでは、「大東ズンチャッチャ夜市」お

よび「住道ガッタンコ音市」を毎月開催することができました。出店者数も来客数もコロナ前の

状況に戻り、月に一度の社交場として多くの方に楽しんでいただきました。市内の飲食店がズ

ンチャッチャ夜市に出店されることによって、売上としてプラスになるだけでなく、既存店舗の

宣伝となり、新規顧客の獲得につながっています。 

健康づくりプロジェクトでは、大東市地域包括支援センター業務として、大東元気でまっせ体

操会場の新規立ち上げなど、社会資源を増やす取り組みを中心的に行ってきました。コロナで

休止していた地域活動が再開するタイミングで、あらためて自治会やサロンなどに呼ばれ、地

域包括の事業説明をさせていただく場面も多くありました。地域の資源を活かした本市の介護

予防のノウハウは、他の自治体からも求められており、スクール事業やケアマネジャー向けの

研修の参加者も増えました。 

 北条まちづくりプロジェクトには、全国から多くの自治体などが視察に来られました。近隣の

店舗や高校と連携することも増え、アートイベントの開催や、夏あそびイベントで子どもたちと

一緒に権現川に降り、作った牛乳パック船を浮かべるワークショップなども行いました。隣接す

る民家をブックカフェにリノベーションする取り組みでは、延べ 70 人以上の小・中・高・大学生

が DIY に参加されました。他にも周辺の低未利用の公有財産をマウンテンバイクコースとして

活用する社会実験なども行い、morineki エリア内にとどまらず、多くの人が地域に関わる機会

をつくり、訪れる方が楽しめる選択肢を増やすよう、活動してまいりました。 

深野北小学校跡地活用プロジェクトでは、スポーツ合宿や中庭 BBQ の利用が増え、撮影場

所としての利用、イベント利用も伸びました。館としての経営改善も行いながら、毎週水曜日に

宿泊者以外にも浴場を開放した「どすこい銭湯」や、グランドでの手持ち花火大会など、地域

の方にも親しんでもらえる企画を行いました。 

公民連携教育事業では、まちの保護者会や校区に分かれた座談会、お試しスクールを通じ

て、子どもを取り巻く現状、支援活動、新たな学びの場のニーズなどの調査を行っております。 

 民間からの売上に、地域包括支援センター業務委託等の大東市からの委託費を合わせた

当該事業年度の売上高は、2 億 3 千 2 百 35 万円となり、経常利益は 2 千 7 百 47 万円、当期

純利益は 1 千 9 百 44 万円となりました。 

 

【財政状態】 

 当事業年度における財政状態は、借入金は無く、純資産は 1 億 2 千 76 万円、総資産は 1

億 8 千 7 百 41 万円、自己資本比率は 64.4％です。 

 



株式の状況 

 当該事業年度における株式の状況は以下のとおりです。 

① 発行可能株式の総数 10,000 株 

② 発行済株式の総数 800 株 

③ 株主数 3 名 

④ 大株主 

株主名 持株数（株） 持株比率（％） 

大東市 600 75.0 

川村義肢株式会社 100 12.5 

株式会社アカカベ 100 12.5 

 















 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

第八期 
（令和５年１０月１日から令和６年９月３０日まで） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 





事業計画書 

令和５年１０月１日から 

令和６年９月３０日まで 

 

当社は、大東市が設立したまちづくり会社として、「大東市公民連携基本計画」の開発理念

である「自分でつくったまちに住む～大東に住み、働き、楽しむ～」の実現に向け、公的資産を

活用した４つのリードプロジェクトを核として、事業を深化発展させてまいります。 

 

北条まちづくりプロジェクトは、『ココロもカラダも幸せに暮らせる住宅地』をめざし、morineki

の開発を行ってまいりました。次期も、もりねき住宅をはじめ、エリア内施設の堅実な管理運営

とエリアの情報発信に努め、地域住民の生活の質の向上と共に、テナント企業の発展に寄与

してまいります。周辺の低未利用の公有地や建物などのリノベーション活用提案を進めること

で、利用できるコンテンツを増やすと同時に良質な都市空間を形成し、エリアの価値をさらに

高めてまいります。 

 

深野北小学校跡地活用プロジェクトでは、『ココロとカラダの稽古場』をめざしています。「ア

クティブ・スクウェア・大東」の宿泊や土俵、撮影など、体験できるアクティビティをより多くの人

に知ってもらえるよう、外部サイトなども活用し、運営の一般社団法人大東倶楽部と共に、は

たらきかけてまいります。 

 

住道駅周辺活性化プロジェクトは、『何度でも訪れたくなる賑わいの場』をめざし、駅デッキ

での「大東ズンチャッチャ夜市」の開催を中心に進めてまいります。「住道駅周辺等活性化応

援団」の各団体とも連携し、日常にも賑わいや交流が生まれ、川のある風景が活かされた高

質な空間となる提案や事業を行ってまいります。 

 

健康づくりプロジェクトでは、『健康の喜びを分かち合えるまち』をめざし、大東市地域包括

支援センターを安定的に運営し、認知症の窓口が地域包括であることや、親の介護が始まる

前の世代にも地域包括支援センターが認知されるよう、イベントなどで啓発に努めます。体操

と合わせて高齢者に食べていただきたい、高タンパクで噛みごたえのある「元気でまっせ弁当」

の開発も進めます。本市の介護予防のノウハウを活用したスクール事業、健康ラボ事業も継

続し、高齢者やその家族が大東市に住み続けたい、住んで欲しいと思える公民連携事業を実

施してまいります。 

 

【今期売上目標：2 億 4 千 1 百万円 予定社員数（2024.4〜）：正職員 20 名 パート 1 名】 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

印刷物番号 
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